
「奈良まほろばソムリエ検定公式テキストブック」正誤表 

 

次のとおり誤りがありましたので、お知らせいたしますとともに、お詫び申し上げます。 

（令和 7年 5月） 

頁 訂正箇所 （誤） （正） 訂正時期 備考 

P.30 下段後ろから 6行目 広陵町 河合町 改訂版で訂正 Ｈ１９．８ 

P.33 上段写真説明 卑弥呼の墓ともいわれる

箸墓古墳（大市墓） 

山の辺の道から崇神陵を

望む 

３刷で訂正  

P.38 下段 12行目 それに続く紫香楽宮、さら

には難波宮への遷都は 

それに続く難波宮、さらに

は紫香楽宮への遷都は 

改定新版で訂

正 

Ｈ２０．６ 

P.39 下段 8行目 太政大臣 右大臣 改訂版で訂正 Ｈ１９．８ 

P.44 上段後ろから 7行目 筒井氏は西軍、越智氏は

東軍 

筒井氏は東軍、越智氏は

西軍 

8刷で訂正 R３．１１ 

P.55 下段 15行目 一刀岩 一刀石 8刷で訂正 R３．１１ 

P.57 中段後ろから 2行目 聖武天皇 聖武上皇 ３刷で訂正  

P.58 下段 1行目 俊乗坊重源 俊乗房重源 改定新版で訂

正 

Ｈ２１．７ 

P.58 下段後ろから 6行目 （奈良国立博物館寄託） <削 除> 8刷で削除 R３．１１ 

P.64 中段最終行 影清 景清 8刷で訂正 R３．１１ 

下段最終行 檜の一木造 檜の寄木造 9刷で訂正予定 R６．１２ 

P.69 上段 5行目 唯一 <削 除> 改定新版で訂

正 

Ｈ２０．１２ 

中段 4行目 八角五重の東西双塔 五重の東西双塔（八角塔と

して企画） 

３刷で訂正  

中段後ろから 10行目 弥勒菩薩坐像、 <削 除> 改訂版で訂正 Ｈ１９．８ 

P.72 下段後ろから 5行目 筒井順慶 大和の地侍 ３刷で訂正  

P.73 下段後ろから 5行目 如法 如宝  Ｈ２３．７ 

P.73 下段後ろから 2行目 温陽屋・政所屋・炊殿・西

井戸 

温湯室・政所屋・炊殿・西

井殿 

改訂版で訂正 Ｈ１９．８ 

P.74 下段 5行目 西側鴟尾には元亨三年

（一三二三）の箆書きがあ

り、 

東側鴟尾には元亨三年

（一三二三）の箆書きがあ

り、西側鴟尾は奈良時代の

製作で、 

３刷で訂正  

P.89 中段後ろから 5行目 奈良県最大 奈良県最大級 改訂版で訂正 Ｈ１９．８ 

P.90 上段後ろから 5行目 東古墳、西古墳 西古墳、東古墳 ３刷で訂正  

P.91 下段１行目 仲秋 中秋 8刷で訂正 R３．１１ 

P.94 中段 9行目 昭和三十二年（一九五

七） 

昭和三十年（一九五五） 改訂版で訂正 Ｈ１９．８ 

P.95 2段目 8行目 新嘗祭 月次祭（つきなみさい） 改訂版で訂正 Ｈ１９．８ 

P.98 上段写真説明 高山八幡宮本殿 高山八幡宮 ３刷で訂正  

P.100 中段後ろから 3行目 五台山大聖竹寺 五台山大聖竹林寺 改訂版で訂正 Ｈ１９．８ 

P.106 上段 10行目 大宝元年（７０１） 大宝二年（７０２） 改定新版で訂

正 

Ｈ２０．６ 

下段後ろから 6行目 南東に延びる 南西に延びる 改定新版で訂

正 

Ｈ２０．１２ 

P.108 中段前から 10行目 ベンガラによって赤色に 赤色顔料（朱色）によって 7刷で訂正 H30.4.2 



P.110 上段後ろから 9行目 十一月十五日の条に 十一月二十五日の条に 改定新版で訂正 Ｈ２０．１ 

P.111 大和郡山・磯城地図 県立矢田丘陵公園 県立矢田自然公園  Ｈ２２．２ 

P.114 下段後ろから 6行目 春岳院 春岳 8刷で訂正 R３．１１ 

P.118 下段後ろから 4行目 水野勝茂 水野勝成（みずのかつな

り） 

改訂版で訂正 Ｈ１９．８ 

P.123 天理・桜井地図 地図上部の「和邇下神社」の場所が、国道の西側に示さ

れていますが、実際は東側にあります。 

改訂版で訂正 Ｈ２０．６ 

P.124 中段写真説明 国宝の石上神宮拝殿 石上神宮 改訂版で訂正 Ｈ１９．８ 

P.125 中段 6行目 『新抄勅格符抄』 『新抄格勅符抄』（しんしょう

きゃくちょくふしょう） 

改定新版で訂

正 

Ｈ２０．１０ 

P.130 

P.131 

P.130下段 4行目から 

P.131上段 3行目まで 

建築では境内に祀られた

一間社流造柿葺の白山

堂、彫刻では、本尊の木

造文殊菩薩騎獅像が宋

様式の傑作（獅子は桃山

時代の後補）で、重要文

化財に指定。文殊菩薩像

の周囲に配された善財童

子立像・優填王立像・維

摩居士（最勝老人の説も

ある）立像・須菩提（仏陀

波利三蔵の説もある）立

像の四像は渡海文殊の

場面をなす。そのうち慶長

十二年（一六〇七）の補

作である維摩居士立像を

除いた三尊は重要文化

財。 

建築では、境内に祀られた

一間社流造柿葺の白山堂

が重要文化財に指定。彫

刻では、宋様式の傑作であ

る本尊の文殊菩薩像とその

周囲に配された善財童子

像・優填王像・維摩居士像

（最勝老人の説もある）・須

菩提像（仏陀波利三蔵の

説もある）の計五像が「木造

騎獅文殊菩薩及脇侍像」と

して国宝に指定。文殊菩薩

が侍者とともに飛雲に乗じ

て大海を渡る、いわゆる渡

海文殊の情景を表す。文

殊菩薩像は、像内の墨書

銘から建仁 3 年（1203）、快

慶の作と判明。善財童子・

優填王・須菩提の 3 軀にも

快慶の特徴が認められる。

維摩居士像は慶長十二年

（1607）の補作で、文殊菩

薩が乗る獅子もそのころの

制作。 

訂正予定  

P.140 中段後ろから 16行目 三輪山の北東部 三輪山の北西部 改定新版で訂

正 

Ｈ２０．１ 

下段後ろから 8行目 三輪山の北東に位置する 三輪山の北西に位置する 改定新版で訂

正 

Ｈ２０．１ 

P.153 上段 無断掲載により「大蔵寺」

内容文削除 

 6刷で項目削除 H２８．７ 

P.158 橿原・明日香地図 畝傍山口神社 畝火山口神社 改定新版で訂

正 

Ｈ２０．１２ 

P.162 上段 8行目 子島寺 長谷寺 8刷で訂正 R３．１１ 

P.178 下段 6行目 装飾品熨斗 装飾品 改訂版で訂正 Ｈ１９．８ 

下段後ろから 12行目 橿原市見瀬町 橿原市白橿町 改訂版で訂正 Ｈ１９．８ 

P.181 下段後ろから 10行目 阿倍山 阿部山 改訂版で訂正 Ｈ１９．８ 

P.183 下段 9行目 天井は二石で構成される 天井は一石で構成される 改定新版で訂

正 

Ｈ２１．７ 



P.188 葛城地図 地図中央部の「平林古墳」の場所が、南阪奈道路の南

側に示されていますが、実際は道路の北側にあります。 

 Ｈ２１．１１ 

P.194 

上段 1行目 北 西 8刷で訂正 R３．１１ 

４行目 北 西 9刷で訂正予定 R6．１２ 

中段５行目 大職冠 大織冠 8刷で訂正 R３．１１ 

P.195 下段写真説明 當麻寺金堂 當麻寺本堂 ２刷で訂正  

P.196 上段後ろから 10行目 本堂 金堂 改訂版で訂正 Ｈ１９．８ 

P.203 上段 16行目 皇子である 父にあたる ３刷で訂正  

P.207 下段本文 2行目 約一六〇〇㌶ 約一六〇〇㍍ 改訂版で訂正 Ｈ１９．８ 

P.208 上段 6行目 北葛城郡広陵町 北葛城郡河合町・広陵町 改訂版で訂正 Ｈ１９．８ 

P.221 上段後ろから 11行目 覚如 存覚 改訂版で訂正 Ｈ１９．８ 

P.231 下段後ろから 9行目 二五〇〇平方㌔ 二五平方㌔ 改訂版で訂正 Ｈ１９．８ 

P.240 上段後ろから 2行目 モミ科の <削 除> 改定新版で訂

正 

Ｈ２１．２ 

P.247 下段 2行目 御所市鳴神 御所市鴨神 改訂版で訂正 Ｈ１９．８ 

P.254 下段 6行目 国指定史跡 県指定史跡 9刷で訂正予定 R６．１２ 

P.255 下段後ろから 3行目 吉野歴史博物館 吉野歴史資料館 改定新版で訂

正 

Ｈ２１．７ 

P.268 上段 2行目 俊乗坊重源上人 俊乗房重源上人 改定新版で訂

正 

Ｈ２０．１２ 

P.276 上段後ろから 9行目 唐大和上唐征伝 唐大和上東征伝 改訂版で訂正 Ｈ１９．８ 

P.279 下段後ろから 3行目 榧の一本造 檜の一本造  Ｈ２２．１１ 

P.286 中段 6行目 細殿のﾙﾋﾞ（さいでん） ほそどの ３刷で訂正  

下段 10行目 俊乗坊重源 俊乗房重源 改定新版で訂正 Ｈ２０．１２ 

下段 15行目 栄西のﾙﾋﾞ（さいえい） えいさい ３刷で訂正  

P.288 中段後ろから 10行目 崇道天皇神社本殿 崇道天皇社本殿 改訂版で訂正 Ｈ１９．８ 

P.289 上段後ろから 8行目 大神神社拝殿や談山神

社拝殿があり、いずれも 

談山神社拝殿があり、切妻

造の大神神社拝殿とともに 

３刷で訂正  

P.291 下段 7行目 本多正勝 本多政勝 改定新版で訂

正 

Ｈ２０．６ 

P.303 上段 7行目 場所＝天神社 場所＝天満神社 7刷で訂正 H30.4.2 

上段後ろから 8行目 天神社 天満神社 7刷で訂正 H30.4.2 

P.313 上段後ろから 1行目 （国指定無形民俗文化

財） 

（国指定重要無形民俗文

化財） 

改定新版で訂

正 

Ｈ２０．１２ 

P.316 2段目 6行目 三匹の鬼を 赤・青・黒の鬼を 改定新版で訂

正 

Ｈ２０．６ 

P.317 
3段目前から１２行目 仲秋 中秋 8刷で訂正 R３．１１ 

3段目後ろから 3行目 寛文十一年（一六七一） 寛文十二年（一六七二） ３刷で訂正  

P.320 上段 2行目 四方 西方 改訂版で訂正 Ｈ１９．８ 

下段後ろから 8行目 施頭歌 旋頭歌 ３刷で訂正  

P.333 上段後ろから 3行目 松井道珍 松井元泰 改訂版で訂正 Ｈ１９．８ 

P.340 上段後ろから 2行目 全国金魚すくい大会 全国金魚すくい選手権大

会 

改訂版で訂正 Ｈ２０．１０ 

P.344 上段後ろから 5行目 １６７１ 寛文 11 １６７２ 寛文 12 ３刷で訂正  

 


